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黙読の仕方の個人差と読解スピードとの関係
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成人の読解活動では，黙読が有利であることが
知られている。しかしながら，すべての黙読を均
質なものとしてひとくくりにしても良いのであろ
うか。 （ は黙読の際に心の中で声が
聞こえるか尋ね，これに対する投稿を分析した。
その結果，黙読で心の中で声が聞こえる人の割合
は にも上ったが，声が聞こえる場合でもその
声は自分の声，知っている人の声や知らない人の
声等，さまざまであることを示した。また，この
声を自分で制御できるか否かに個人差があること
も示した。このように，黙読の中でも心の中で声
にする読みとそうでない読み等の違いがある。こ
の違いにより，読解の速度等，パフォーマンスに
差が出る可能性がある。そこで本研究では，黙読
の仕方の個人差と読解の速度との関係を明らかに
する。心の中で声に変換せずに読む者は発話しな
いために， つ つの文節や単語に対する注意はそ
れほど必要とせず，また，読解スピードが速くな
ると予測される。以上から，研究 では，まず，黙
読の時の心の声に関する実態を検討するため，大
学生を対象に黙読時の心の声に関する質問紙調査
を行う。研究 では，黙読の仕方と読解スピードと
の関係について検討する。

研究
方法

調査対象者 大学生 名であった。
材料 黙読時の心の声に関する実態調査を調べ

るため，「心の声を聞こえるか」，「聞こえる声は誰
の声か」，「声の鮮明度」（ 点満点 ，「聞こえる声
の内容」という つの質問からなる質問紙を作成し
た。

手続き 「黙読の仕方に関する調査」と説明し，
授業の中で集団で調査を実施した。
結果と考察

声が聞こえると回答したのは 名 であ
った 。心の中で声が聞こえることがある
人の割合は と比べるとやや少ない
が，黙読をする際は多くの人が，心の中で声が聞
こえることが示された。

また，声が聞こえる頻度毎に声の鮮明度の平均
値を求めたところ，ほとんど声が聞こえない群が

点（ ，時々聞こえる群が 点
，いつも聞こえる群が 点（

であった。分散分析を行ったところ，声の鮮明度
における主効果がみられた（ （ ）

＜ 。そこで多重比較を行ったところ，声の
聞こえる頻度が高いほど，声の鮮明度も有意に高
いことがわかった。この結果から 心の声を知覚で
きると思っていることとその声を鮮明度に感じる
こととは心的に同じ機序を持つ可能性を示唆して
いる。

研究
方法

調査対象者 大学生 名であった。
材料 平成 年度大学入試センター国語追試験

の問題文 ただし設問除く，全 文字 と研究 の
内容とほぼ同様の読解に関する質問紙を作成した。

手続き 集団実験であった。まず，「読解に関
する調査」と説明した上で，問題文を最初の部分
から読むことを求めた。その 分後に読むことを
やめるよう教示し，その時点で読んでいた箇所に
印をつけるように求めた。最後に，読解に関する
質問にも回答することを求めた。
結果と考察

声の聞こえる頻度毎の 秒当たりに読んだ文字
数の平均値を求めたところ，声が聞こえなかった
群が 字 ，時々聞こえた群が 字

，いつも聞こえた群が 字
であった。また，「ほとんど聞こえなかった」

を選んだ参加者はいなかった。分散分析を行った
ところ，有意な差はみられなかった ）

， 。これは予測とは異なるものであ
った。心の中で声の有無の違いを黙読と音読と違
いから類推することが必ずしも妥当でないことを
示唆している。次に，聞こえた声の違い毎の 秒当
たりに読んだ文字数の平均値を求めたところ，声
が聞こえなかった群が 字 ，自分の
声だった群が 字 ，知らない人の声
だった群が 字 であった。また，
「知っている人の声だった」を選んだ参加者は 人
しかなかったので，そのデータを削除した上で分
散分析を行ったところ，有意な差はみられなかっ
た （ ， ） ， 。さらに，声の
鮮明度と読解スピードの相関係数を求めたところ，
おおよそ相関がみられなかった ，

。このように 聞こえた声の違いは読解ス
ピードに影響するとは言えない。心の中で聞こえ
る声に対する主観的な評価と読みのスピードとい
う客観的なパフォーマンスとの間には関連が認め
られなかったといえる。心の中で聞こえている声
の感じ方は実際に心内で起こっている処理そのも
のを反映していない可能性がある。
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階層モデルにおける つの水準の動機づけと学業達成との関連
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問題と目的 
動機づけを捉える つの視点として， つの水

準（全体，文脈，状況）を仮定する

（ ）の階層モデルがある。学習場面に

おいてこれを参考にすると，全体レベルの動機づ

けとは，学校での学習全般に対する動機づけを意

味する。文脈レベルの動機づけは，特定の教科や

科目に対する動機づけと位置づけられる。状況レ

ベルの動機づけは，特定の授業や課題への取り組

みにおける動機づけを意味する（鹿毛 ）。

これまで階層モデルに沿っていくつかの研究が行

われているが（ Guay et al., 2000; Núñez 

& León, 2018）， つの水準の動機づけどうしの関

連や， つの水準の動機づけとアウトカムとの関

連の検討は不十分である。

そこで本研究では，大学生の学習場面を対象と

し，縦断的な調査を通して以下の つを検討する。

つ目は， つのレベルの動機づけ間の関連の検

討である。特に，全体レベル（ 以下 ）

から文脈，状況レベルへの影響（ ）

だけでなく，文脈，状況レベルから全体レベル

（ 以下 ）への影響（ ）

についても検討する。 つ目は， つの水準の動機

づけと学業達成との関連である。本研究では，文

脈レベルにあたる，授業成績を取り上げる。

 
方 法 

調査対象者 
つのセメスターにわたって， つの大学（ つ

の授業を対象）の計 名の大学生を対象に縦断

的な調査を実施した（平均年齢 標準偏差

大学 名， 大学 名）。

調査内容 
全体レベル 岡田・中谷（ ）の尺度を用い

て，自己決定理論の つの動機づけ（内的調整，

同一化調整，取り入れ調整，外的調整）を測定し

た（ 項目， 件法）。 はセメスター もしくは

回目の授業で， は最終授業で実施された。 
文脈レベル 岡田他（ ）を参考に，「この授

業科目に対するあなたの学習意欲について教えて

ください」という項目を作成した（ 件法）。セメ

スターの毎回の授業で実施され，それらの平均値

を指標として用いた（ 回以上の調査に参加した

学生のデータのみを使用）。 

状況レベル 梅本・稲垣（ ）を参考として，

特定の授業中の「授業開始時，開始 分後， 分

後， 分後， 分後， 分後，授業終了時」の

時点について，状況的動機づけを測定した（ 件

法）。それらの平均値を指標として用いた。 
学業達成 セメスター全体における学生の授業

への取り組み，レポート，テストなどから総合的

に計算された授業成績を使用した。分析にあたっ

ては，授業ごとに値を標準化した。 
 

結果と考察 
全体的動機づけ（ ）から状況的動機づけへの

パスを仮定したモデルと，それらのパスを仮定し

ないモデルを比較したところ，後者のモデルの方

がよりよい適合度を示したため，そのモデルを採

用した（

― 大学を統制）。

分析の結果，文脈的動機づけに対しては，内的

調整（ ）から正のパスが（

），外的調整（ ）から負のパスが見られた

（ － ）。大学の学習に対

する「楽しい，面白い」という動機づけは，特定

の科目の動機づけを促進するが，外発的で他律的

な動機づけは，逆の効果をもたらすことを意味す

る。次に，状況的動機づけに対しては，文脈的動

機づけから 正のパスが見られた （

）。科目に対する動機づけが高い

と，その科目の特定の授業に対する動機づけも高

くなることが実証された。さらに，内的調整（ ）

（ ）と同一化調整（ ）

（ ）に対しては，文脈

的動機づけから正のパスが見られた。取り入れ調

整（ ）に対しては，状況的動機づけから負のパ

スが見られた（ － ）。こ

れらは，下位のレベルの動機づけによって，全体

レベルの動機づけも変化しうることを示している。

授業成績に対しては，文脈的動機づけ（

）と，同一化調整（ ）（

）から正のパスが見られた。レベ

ルが対応する文脈的動機づけだけではなく，全体

レベルの動機づけも学業達成に影響していた。本

研究は大学生を対象としたため，学習内容が将来

の仕事に必要・役立つといった同一化調整が，特

に成績に影響した可能性がある。
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